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日 時 平成２４年 ５ 月３０日（水）第３限 指 導 者

学 級 ３ 年 ３ 組 教 室 商業教室 教 科 書 改訂版 新編 数学Ｂ (数研出版)

単 元 第４章 統計とコンピュータ

統計についての基本的な概念を理解し， １ 度数の分布・・・・・・・・・４時間
指 指

分散や標準偏差，散布図や相関係数などを ２ 相関・・・・・・・・・・・・３時間
扱い，データを整理・分析し，傾向を把握 ３ 資料の代表値・・・・・・・・３時間

導 導
するための基礎的な知識や技能を身に付け ４ 資料の散らばり具合・・・・・３時間
させる。 ５ 相関係数・・・・・・・・・・３時間

目 計
また，身近な資料を表計算用のソフトな ６ コンピュータに

どを利用して整理・分析し，資料の傾向を よる統計処理・・・８時間
標 画

（ ）的確にとらえることができるようにする。 本時はその３

本時の主題 ヒストグラムと相関図

前時の課題 105ページのヒストグラムと110ページの練習７を確認しておく。

目 １ ヒストグラムや相関図を，表計算ソフトを用いて作成できるようにする。
標 ２ ヒストグラムや相関図から資料の傾向を把握できるようにする。

時間
学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点 評価場面及び評価方法等

(分)

導 本時の内容について確 ３ ・表計算ソフトを起動させる。
認する。

入
本

１ 表計算ソフトを使っ ８ ・度数折れ線の作成方法につい
てヒストグラムを作成 ても簡単に触れておく。
する方法を学習する。

時

２ 練習２４を解く。 １２ ・早く作成できた生徒には度数 ・表計算ソフトを用いてヒ
展

折れ線も作成させる。 ストグラムを作成できてい
の る。

＜数学的な技能＞

指 ３ 相関図の作成方法に １０ ・目盛りの設定を変えることで
ついて学習する。 相関関係が調べやすくなること

を理解させる。

導
４ 練習２５を解く。 １２ ・110ページの練習７で作成し ・表計算ソフトを用いて相

開
た相関図とパソコンで作成した 関図を作成できている。
相関図を比較させる。 ＜数学的な技能＞

過
・早く作成できた生徒には別の
資料を与え，取り組ませる。

程
１ 本時のまとめをす ３ ・本時の要点を確認させる。

整 る。

２ 次時の学習内容を確 ２ ・次時の内容である範囲，分
理 認する。 散，標準偏差について簡単に触

れておく。

次時の課題 教科書116～117ページを読んでおく。

備 考 普通科 Ⅱ型類型 生徒数 ２２ 名（男子 １１ 名，女子 １１ 名）

　110ページの練習７に示した x , y

の各資料の相関図を， 表計算ソフト

を使って作成しなさい。

　表計算ソフトに 104 ページの40人

の身長の度数分布表を入力して，ヒ

ストグラムを作成しなさい。


